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響する危険因子の検討～簡便な抽出指標を求めて～．第63回日本糖尿病学会年次学術集会．2020，
10，9‐11（LIVE配信），2020，10，5，9‐11（Webinar（共催セミナー）），2020，10，5‐16（オ
ンデマンド配信）．抄録集：Ⅱ P‐52‐5．

地方規模の学会
1 安西慶三：メトホルミンの臨床的な役割と適正使用．第58回日本糖尿病学会東北地方会 共催セミ

ナー．2020，11，7‐16．抄録集．
2 安西慶三：災害時における糖尿病患者の遠隔管理．第58回日本糖尿病学会九州地方会．2020，10，
16‐17（Live 配信），2020，10，16‐26（オンデマンド配信：教育講演・一般演題），2020，10，18‐
26（オンデマンド配信：特別講演・シンポジウム・ワークショップ）．抄録集：72．

3 井上 香，磯田広史，矢田ともみ，大枝 敏，高橋宏和：電子カルテアラートシステムを用いた肝
炎ウイルス検査陽性者への受診勧奨の試み．第43回日本肝臓学会東部会／2020年度日本肝臓学会
後期教育講演会．2020，12，3‐5（Live 配信），2020，12，3‐17（オンデマンド配信）．抄録集．

4 岩野文音，武市幸奈，朝長礼音，岸川まり子，山﨑有菜，小島基靖，安西慶三：アテゾリズマブ投
与後，急性発症1型糖尿病を来した1例．第20回日本内分泌学会九州支部学術集会．2020，9，
18‐10，4．抄録集：17．

5 岩野文音，小島基靖，朝長礼音，岸川まり子，山﨑有菜，武市幸奈，安西慶三：抗 PD‐1抗体／
抗 PD‐L1抗体投与後に1型糖尿病を発症した2症例．第58回日本糖尿病学会九州地方会．2020，
10，16‐17（Live 配信），2020，10，16‐26（オンデマンド配信：教育講演・一般演題），2020，10，
18‐26（オンデマンド配信：特別講演・シンポジウム・ワークショップ）．抄録集：28．

6 岸川まり子，小島基靖，岩野文音，朝長礼音，山崎有菜，武市幸奈，安西慶三，山崎弘貴，阪本雄
一郎：糖尿病性ケトアシドーシスから心停止をきたした1例．第58回日本糖尿病学会九州地方会．
2020，10，16‐17（Live 配信），2020，10，16‐26（オンデマンド配信：教育講演・一般演題），2020，
10，18‐26（オンデマンド配信：特別講演・シンポジウム・ワークショップ）．抄録集：27．

7 三根敬一朗，吉開泰信，森 仁恵，高橋宏和，安西慶三，永淵正法：NODマウスにおけるTyk2
遺伝子の意義の解明．第58回日本糖尿病学会九州地方会．2020，10，16‐17（Live 配信），2020，10，
16‐26（オンデマンド配信：教育講演・一般演題），2020，10，18‐26（オンデマンド配信：特別講
演・シンポジウム・ワークショップ）．抄録集：26．

8 朝長礼音，武市幸奈，山崎孝太，松田やよい，岩野文音，岸川まり子，山﨑有菜，小島基靖，野口
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満，相島慎一，笹野公伸，安西慶三：術後放射線療法と少量ミトタン内服で長期生存が望めた，ア
ルドステロン産生副腎皮質癌の一例．第20回日本内分泌学会九州支部学術集会．2020，9，18‐10，
4．抄録集：14．

9 朝長礼音，小島基靖，飯田紘太郎，鈴山耕平，岩野文音，岸川まり子，山﨑有菜，武市幸奈，安西
慶三：メトホルミン内服中に乳酸アシドーシスを発症した高齢2型糖尿病の一例．第58回日本糖尿
病学会九州地方会．2020，10，16‐17（Live 配信），2020，10，16‐26（オンデマンド配信：教育講
演・一般演題），2020，10，18‐26（オンデマンド配信：特別講演・シンポジウム・ワークショップ）．
抄録集：41．

10 ＊野田亮介，小平俊一，木村俊一郎，田中賢一，岡田倫明，磯田広史，桑代卓也，秋山 巧，安西慶
三，高橋宏和：原因不明の慢性肝炎を伴った肝MALTリンパ腫の一例．第43回日本肝臓学会東部
会／2020年度日本肝臓学会 後期教育講演会．2020，12，3‐5（Live 配信），2020，12，3‐17（オ
ンデマンド配信）．肝臓 61巻 suppl．（3）A938．

その他の学会
1 安西慶三：佐賀県における糖尿病性腎症重症化予防プログラムの課題と対策．岡山県糖尿病性腎症

重症化予防シンポジウム．2020，1，13．抄録集．
2 安西慶三：佐賀県での糖尿病性腎症重症化予防プログラムの取り組み－これまでの歩みと将来の展

望－．Takeda Diabetes Academy Web Seminar．2020，1，28．抄録集．
3 安西慶三：STOP！糖尿病重症化予防対策～メトホルミン適正使用のために押さえておきたいポイ

ント～．～Diamond Seminar in 倉敷～糖尿病薬物治療連携を考える会．2020，1，31．抄録集．
4 安西慶三：糖尿病について．佐賀中部区域介護支援専門員協議会 小城・多久ブロック研修会．
2020，2，7．抄録集．

5 安西慶三：糖尿病治療 update．NASH/NAFLD合併糖尿病の診療戦略．2020，2，8．抄録集．
6 安西慶三：糖尿病性腎症の重症化予防の実践と課題－各種ガイドラインにおける高尿酸血症の位置

付け－．第12回北九州 腎とMets 研究会．2020，2，13．抄録集．
7 安西慶三：NASH/NAFLD合併糖尿病の診療戦略．肝臓＆糖尿病を考える会．2020，2，18．抄

録集．
8 安西慶三：糖尿病重症化予防の取り組み～腎機能チェックツールの活用～．第2回秋田県糖尿病重

症化予防対策講演会．2020，2，20．抄録集．
9 安西慶三：多職種連携による糖尿病患者の支援の必要性について．「佐賀県糖尿病連携手帳」普及・
活用のためのセミナー．2020，2，22．抄録集．

10 安西慶三：夏到来メトホルミンの適正使用．薬剤師向けメトグルコライブ配信講演会．2020，6，
11‐19．抄録集．

11 安西慶三：メトホルミン適正使用のためにおさえておきたいポイント～腎機能低下時ではどうする
べきか～．第23回佐賀腎と薬剤研究会～メトホルミンファーマシーセミナー in 佐賀～．2020，8，
1．抄録集．

12 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防の取り組み～⊿ eGFRの重要性を考える～．糖尿病地域連携
セミナー．2020，8，27．抄録集．

13 安西慶三：多職種連携による糖尿病患者の支援の必要性について．令和2年度「佐賀県糖尿病連携
手帳」普及・活用のためのセミナー．2020，10，3．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 安西 慶三 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

医療情報データベースの活用推進に関
する研究

3，077

教 授 安西 慶三 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

糖尿病腎症重症化予防におけるコー
ディネート看護師を活用した医療連携
の有効性の検証

65

教 授 安西 慶三 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

レギュラート
リーサイエン
ス政策研究事
業（分担）

医療情報データベースの活用推進に関
する研究

4，000

特任教授 永淵 正法 日本 IDDMネットワーク
研究助成

（代表） ウイルス糖尿病予防ワクチン開発への
挑戦

21，000

特任教授 永淵 正法 科学研究費助成事業 基盤研究B
（代表）

ウイルス糖尿病感受性遺伝子の意義と
そのメカニズム

5，070

14 安西慶三：糖尿病診療の初診時から継続診療までのアルゴリズム．鳥栖三養基医師会学術講演会．
2020，10，19．抄録集．

15 安西慶三：糖尿病治療ガイドの改定．佐賀県栄養士会 生涯教育研修会．2020，10，25．抄録集．
16 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防の取り組み．那覇市CKD対策講演会～CKD78～．2020，11，

12．抄録集．
17 安西慶三：非常事態下における糖尿病患者支援．DiaMond Live Seminar－今，糖尿病診療に求め

られること－．2020，11，16．抄録集．
18 安西慶三：地域連携で取り組む糖尿病性腎症重症化予防～現状・課題と対策～．第3回糖尿病性腎

症対策セミナー．2020，12，2．抄録集．
19 安西慶三：糖尿病合併症患者への治療戦略～GLP1受容体作動薬への期待について～．糖尿病合併

症の包括的管理を考える会．2020，12，16．抄録集．
20 井上 香：肝臓病～特にアルコールとの関係～．済生会唐津病院 健康教室．2020，3，28．抄録

集．
21 井上 香：肝臓病～特にアルコールとの関係～．済生会唐津病院 健康教室．2020，7，25．抄録

集．
22 岡田倫明：肝臓病のキホン．大正製薬学術センター勉強会．2020，9，17．抄録集．
23 岡田倫明：肝臓病のキホンと糖尿病①．大正製薬支店教育研修会．2020，12，17．抄録集．
24 岸川まり子：DSMESを用いた食事指導．第64回筑後佐賀糖尿病学術講演会．2020，9，24．抄録

集．
25 木村俊一郎：若年成人男性に認めた非アルコール性脂肪肝炎の二例．第5回Tsukushi case Sym-

posion．2020，1，17．抄録集．
26 木村俊一郎：若年成人男性に認めた非アルコール性脂肪肝炎．十人会．2020，2，7．抄録集．
27 桑代卓也：NAFLDに対して我々が持つ／持たざる武器とは？．大正製薬学術センター勉強会．
2020，9，23．抄録集．

28 山﨑有菜：糖尿病教育入院によって血糖コントロールが改善した2例．第19回Diabetes Clinical
Seminar．2020，10，22．抄録集．

研究助成等
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